
藪
野
直
史
個
人
サ
イ
ト
「
鬼
火
」
へ

同
サ
イ
ト
内
「
心
朽
窩
旧
館
」
へ

ウ
ル
ト
ラ
Ｑ

バ
ル
ン
ガ
（
虎
見
邦
男
脚
本

ベ
タ
・
テ
ク
ス
ト
・
デ
ー
タ
）

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
：
以
下
は
、
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
三
月
十
三
日
日
曜
日
の
午
後
七
時
か
ら
七
時
半

に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
放
映
さ
れ
た
特
撮
番
組
「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」（
製
作
：
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
東
京
放
送
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
）
の
第
十
一
話
（
シ
ナ
リ
オ
・
ナ
ン
バ
ー
は
十
七
・
製
作
ナ
ン
バ
ー
は
十
六
）
と
し
て
放
映
さ
れ
た

「
バ
ル
ン
ガ
」
（
監
修
：
円
谷
英
二
・
監
督
：
野
長
瀬
三
摩
地
（
の
な
が
せ
さ
ま
じ
）
・
特
技
監
督
：
川
上
景

司
（
け
い
じ
））
の
製
作
用
台
本
の
電
子
化
で
あ
る
。

脚
本
を
担
当
し
た
虎
見
邦
男
氏
は
、
本
作
の
重
要
な
登
場
人
物
で
あ
る
奈
良
丸
明
彦
博
士
と
同
じ
く
、
事

蹟
記
載
の
少
な
い
謎
め
い
た
脚
本
家
で
あ
る
が
、
私
の
所
持
す
る
膨
大
な
特
撮
関
連
書
籍
の
記
載
等
に
よ

れ
ば
、
彼
は
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
三
月
末
に
若
く
し
て
亡
く
な
っ
て
い
る
（
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
生
ま
れ
か
？

没
年
確
認
を
さ
れ
た
い
方
は
、
例
え
ば
、
ブ
ロ
グ
「J
・K

O
YA

M
A

LAN
D

番
外
地
」

の
こ
ち
ら
の
脚
本
家
上
原
正
三
氏
の
証
言
を
御
覧
戴
き
た
い
）
の
で
、
本
作
は
本
二
〇
一
八
年
一
月
一
日
午

前
零
時
を
以
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ド
メ
イ
ン
と
な
っ
た
。

底
本
は
同
作
の
台
本
を
も
と
に
し
た
（
故
あ
っ
て
、
本
底
本
の
出
所
は
明
か
さ
な
い
）
。
現
在
知
ら
れ
る

台
本
は
一
種
の
み
の
は
ず
で
あ
る
。
一
行
字
数
と
柱
・
台
詞
等
の
字
配
位
置
は
台
本
に
従
っ
た
。
台
本
印

刷
の
都
合
と
思
わ
れ
る
が
、
本
文
中
で
は
拗
音
や
促
音
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
も
再
現
し
た
。

シ
ー
ク
エ
ン
ス
の
柱
の
間
は
一
行
空
け
た
。
中
に
入
っ
た
「
◆
」
記
号
の
前
後
は
一
行
空
け
た
。

完
成
放
映
作
品
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
は
、
監
督
野
長
瀬
氏
に
よ
っ
て
脚
本
に
な
い
忘
れ
難
い
、
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
石
坂
浩
二
）
が
附
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
等
に
つ
い
て
は
「
ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
複
数
所
持
す
る
が
、
今
回
は
映
像
・
音
声
と
も
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
総
天
然
色

ウ
ル
ト
ラ
Ｑ
」（
二
〇
一
一
年
初
版
）
を
使
用
）
を
用
い
て
シ
ナ
リ
オ
と
放
映
版
と
の
違
い
を
検
証
し
、
当

該
相
違
箇
所
に
私
が
注
を
挿
入
し
た
、
や
ぶ
ち
ゃ
ん
注
釈
版
を
別
に
作
成
し
て
同
時
公
開
し
た
の
で
、
そ
ち

ら
も
是
非
お
読
み
戴
き
た
い
。
二
種
作
成
し
た
の
は
、
注
釈
を
挟
ん
だ
も
の
は
、
原
シ
ナ
リ
オ
自
体
を
甚
だ

読
み
難
い
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
こ
ち
ら
で
も
誤
字
そ
の
他
、
最
低
限
の
字
注

は
施
し
、
不
審
に
備
え
た
。

な
お
、
虎
見
氏
は
最
初
に
発
見
さ
れ
る
そ
の
生
物
（
バ
ル
ン
ガ
）
を
「
半
透
明
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
、
動
物

と
も
植
物
と
し
も
見
わ
け
の
つ
か
ぬ
物
体
」
と
ト
書
き
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
生
々
し
い
生
理
的
視
認

感
を
バ
ル
ン
ガ
の
原
造
形
に
も
う
少
し
表
現
出
来
て
い
た
ら
、
と
、
私
は
正
直
、
少
し
ば
か
り
残
念
に
思

う
。
ま
た
、
江
戸
川
由
利
子
（
ゆ
り
ち
ゃ
ん
）
が
こ
の
生
物
を
見
て
、
「
風
船
虫
か
し
ら
？
」
と
呟
く
シ
ー

ン
が
あ
る
が
、
先
日
、
ヒ
ョ
ン
な
こ
と
か
ら
、
通
称
「
風
船
虫
」
な
る
生
物
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
半
翅

（
カ
メ
ム
シ
）
目
異
翅
（
カ
メ
ム
シ
）
亜
目
タ
イ
コ
ウ
チ
下
目
ミ
ズ
ム
シ
上
科
ミ
ズ
ム
シ
科C

orixidae 

の
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大
型
種
に
対
す
る
異
名
で
あ
る
。
私
実
に
永
い
間
、
私
の
愛
す
る
ゆ
り
ち
ゃ
ん
が
「
バ
ル
ン
ガ
」
に
名
づ
け

た
架
空
の
生
物
名
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。

本
作
は
私
の
偏
愛
す
る
作
品
で
あ
り
、
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
放
映
を
見
（
小
学
校
四
年
生
で
あ
っ
た
）、
放

映
の
翌
日
で
あ
る
昭
和
四
一
（
一
九
六
六
）
年
三
月
十
四
日
月
曜
日
の
朝
（
当
日
は
北
海
道
の
一
部
を
除
い

て
快
晴
で
あ
っ
た
）、
思
わ
ず
、
太
陽
を
見
上
げ
た
少
年
で
あ
っ
た
。
特
に
私
に
は
、
奈
良
丸
明
彦
博
士
を
演

じ
た
俳
優
青
野
平
義
（
あ
お
の
ひ
ら
よ
し

大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
～
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
）
氏

の
抑
制
の
利
い
た
素
晴
ら
し
い
演
技
と
声
が
五
十
年
以
上
経
っ
た
今
で
も
鮮
や
か
に
甦
る
し
、
彼
の
台
詞
は

総
て
暗
記
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
【
２
０
１
８
年
１
月
１
日

藪
野
直
史
】］

バ
ル
ン
ガ

 
 

人 
 

物

万
城
目

淳

由
利
子

一
平

宇
宙
パ
イ
ロ
ツ
ト

田
丸
記
者

デ
ス
ク

院
長

医
師
Ａ
Ｂ
Ｃ

患
者
達
と
そ
の
家
族

看
護
婦

老
人
ホ
ー
ム
の
老
婆

基
地
の
声 

 
 

 

（
声
の
み
）

調
査
部
係
員

対
策
本
部
長

そ
の
他
記
者
、
警
官

救
護
班
貞
た
ち

老
人 

 
 
 

 
 

（
実
は
奈
良
丸
博
士
）

１

宇
宙
船
内

 
 

 
 

 
 

 
 

疲
労
の
果
て
に
、
パ
イ
ロ
ツ
ト
は
幻
覚
に
悩
ま
さ

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
い
る
。

zvn04
ノート
「員」の私の誤り。



 
 

 
 

 
 

 
 

無
数
の
星
が
輝
く
宇
宙
船
の
窓
―
―
そ
の
暗
い
対

 
 

 
 

 
 

 
 

圧
ガ
ラ
ス
に
、
水
滴
が
走
つ
た
と
見
え
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
れ
は
、
星
の
光
を
宿
し
て
か
す
か
に
息
づ
き
な

 
 

 
 

 
 

 
 

が
ら
、
膨
張
を
開
始
し
た
。

 
 

 
 

 
 

 
 

SE
―
―
ブ
ザ
ー
の
音
。

基
地
の
声
「
サ
タ
ン
一
号
、
こ
ち
ら
衛
星
基
地
。
無
事
帰
還
お
め
で

 
 

 
 

 
 

と
う
。
間
も
な
く
大
気
圏
だ
。
秒
読
み
を
開
始
す
る
。

 
 

 
 

 
 

逆
推
進
ロ
ケ
ッ
ト
に
点
火
用
意
」

パ
イ
ロ
ツ
ト
「
こ
ち
ら
サ
タ
ン
一
号
、
あ
の
‥
‥
‥
い
え
制
動
準
備
Ｏ

 
 

 
 

 
 

Ｋ
で
す
」

基
地
の
声
「
五
秒
前
、
四
、
三
、
二
、
一
、
点
火
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

振
動
と
、
す
さ
ま
じ
い
Ｇ
が
パ
イ
ロ
ツ
ト
を
襲
う
。

 
 

 
 

 
 

 

次
の
瞬
間
、
轟
々
た
る
噴
射
音
が
ピ
タ
リ
と
止
む
。

 
 

 
 

 
 

 
 

無
気
味
な
静
寂
。

基
地
の
声
「
サ
タ
ン
一
号
、
ど
う
し
た
？

応
答
せ
よ
、
何
が
あ
つ

 
 

 
 

 
 

た
の
だ
？

え
？

聞
こ
え
な
い
！

云
つ
て
く
れ
、

 
 

 
 

 
 

ナ
ラ
マ
ル
！
」

パ
イ
ロ
ツ
ト
「
燃
料
が
ゼ
ロ
だ
！

（
驚
怖
に
ゆ
が
ん
だ
表
情
）

 
 

 
 

 
 

あ
、
風
船
が
‥
‥
‥
」

２

タ
イ
ト
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

水
滴
様
の
物
体
、
み
る
み
る
画
面
一
ぱ
い
に
膨
張

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
破
裂
す
る
と
、

 
 

 
 

 
 

 
 

《
ゴ
ー
ホ
ー
ム
・
バ
ル
ン
ガ
！
》
の
文
字
。

 
 

 
 

 
 

 
 

（
以
下
タ
イ
ト
ル
・
バ
ツ
ク
）

 
 

 
 

 
 

 

Ａ

安
定
を
失
つ
て
回
転
し
な
が
ら
大
気
圏
に
突
込

 
 

 
 

 
 

 
 

む
宇
宙
船
。
次
第
に
白
熱
し
て
ゆ
く
。

 
 

 
 

 
 

 

Ｂ

一
個
の
流
星
と
な
つ
た
船
体
が
星
空
を
裂
く
。

 
 

 
 

 
 

 

Ｃ

そ
の
轟
音
に
、
岬
の
上
の
老
人
ホ
ー
ム
の
老
人

 
 

 
 

 
 

 
 

達
が
表
に
と
び
出
し
て
く
る
。

 
 

 
 

 
 

 

Ｄ

煮
え
た
ぎ
つ
て
い
る
海
。

３

岬
の
下
の
海
岸

 
 

 
 

 
 

 
 

波
が
岩
を嚙

む
。
泡
立
つ
海
面
。

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
に
腰
を
お
ろ
し
、
瞑
想
に
ふ
け
つ
て
い
る
老
人
。

 
 

 
 

 
 

 
 

傍
に
錘
り
を
つ
け
た
ゴ
ム
風
船
が
一
つ
高
く
ゆ
れ



 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
。
老
人
、
眼
を
開
き
た
し
か
め
る
よ
う
に

 
 

 
 

 
 

 
 

風
船
を
見
上
げ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
に
腰
を
お
ろ
し
、
瞑
想
に
ふ
け
つ
て
い
る
老
人
。

 
 

 
 

 
 

 
 

傍
に
錘
り
を
つ
け
た
ゴ
ム
風
船
が
一
つ
高
く
ゆ
れ

 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
。
老
人
、
眼
を
開
き
た
し
か
め
る
よ
う
に

 
 

 
 

 
 

 
 

風
船
を
見
上
げ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ス
ナ
が
飛
ん
で
い
る
。

４

セ
ス
ナ
機
上

 
 

 
 

 
 

 
 

操
縦
す
る
万
城
目
と
、
カ
メ
ラ
を
持
つ
た
由
利
子

 
 

 
 

 
 

 
 

の
コ
ン
ビ
。

 
 

万
城
目
「
ひ
と
廻
り
す
る
か
。
例
の
事
故
海
面
だ
」

 
 

由
利
子
「
あ
、
土
星
ロ
ケ
ツ
ト
謎
の
墜
落
事
故
ね
」

 
 

万
城
目
「
寄
り
道
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
し
と
く
よ
」

 
 

由
利
子
「
こ
う
し
て
見
る
と
、
全
く
平
和
で
、
一
週
間
前
に
あ
ん

 
 

 
 

 
 

な
さ
わ
ぎ
が
あ
つ
た
な
ん
て
信
じ
ら
れ
な
い
わ
」

 
 

万
城
目
「
あ
の
岬
の
沖
に
突
込
ん
だ
ら
し
い
」

 
 

由
利
子
「
海
は
何
の
傷
あ
と
も
止
ど
め
て
は
い
な
い
」

 
 

万
城
目
「
そ
し
て
君
達
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
そ
の
上
を
素
通
り
に

 
 

 
 

 
 

し
て
新
し
き
ネ
タ
を
追
う
」

 
 

由
利
子
「
ま
あ
、
き
れ
い
‥
‥
‥
あ
れ
は
何
か
し
ら
、
あ
の
波
打

 
 

 
 

 
 

ち
ぎ
わ
の
赤
い
も
の
」

 
 

万
城
目
「
風
船
だ
ろ
。
海
の
墓
石
に
供
え
る
花
と
い
う
と
こ
ろ
だ
」

 
 

由
利
子
「
今
日
は
詩
人
ね
え
」

 
 

万
城
目
「
腹
が
へ
つ
て
る
も
ん
で
ね
。
さ
あ
、
昇
る
ぜ
」

 
 

 
 

 
 

 
 

万
城
目
、
ス
ロ
ツ
ト
ル
を
全
開
し
て
上
昇
に
う
つ

 
 

 
 

 
 

 
 

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

‥
‥
‥
と
、
高
ま
つ
た
爆
音
が
断
続
を
は
じ
め
、

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
タ
と
止
ま
る
。

 
 

万
城
目
「
お
か
し
い
な
‥
‥
‥
」

 
 

由
利
子
「
い
や
だ
わ
、
土
星
ロ
ケ
ツ
ト
み
た
い
に
落
つ
こ
ち
や
う

 
 

 
 

 
 

の
？
」

 
 

万
城
目
「
明
日
は
我
が
身
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
や
‥
‥
‥
燃
料

 
 

 
 

 
 

が
か
ら
つ
ぽ
だ
！
」

５

滑
走
路



 
 

 
 

 
 

 
 

エ
ン
ジ
ン
停
止
の
セ
ス
ナ
が
滑
走
し
て
来
て
、
危
な

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
か
し
く
着
陸
す
る
。

６

星
川
航
空
パ
イ
ロ
ツ
ト
控
室

 
 

 
 

 
 

 
 

足
音
荒
く
、
万
城
目
と
由
利
子
が
入
つ
て
く
る
。

 
 

万
城
目
「
一
平
！

や
い
一
平
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
ー
ブ
ル
に
足
を
乗
せ
、
ふ
ん
ぞ
り
返
つ
て
雑
誌

 
 

 
 

 
 

 
 

を
読
ん
で
い
る
一
平
。

 
 

一

平
「
‥
‥
‥
？
‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
お
前
ガ
ソ
リ
ン
ど
ん
だ
け
入
れ
た
ん
だ
？
」

 
 

一

平
「
ど
ん
だ
け
つ
て
‥
‥
‥
満
タ
ン
に
し
ま
し
た
け
ど
」

７

星
川
航
空
控
室
（
し
ば
ら
く
後
）

 
 

 
 

 
 

 
 

三
人
、
机
の
上
の
奇
妙
な
物
体
を
見
つ
め
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

半
透
明
ゼ
ラ
チ
ン
質
の
、
動
物
と
も
植
物
と
し
も

 
 

 
 

 
 

 
 

見
わ
け
の
つ
か
ぬ
物
体
。

 
 

 
 

 
 

 
 

浮
力
を
持
つ
て
い
る
ら
し
く
、
数
本
の
ひ
も
状
の

 
 

 
 

 
 

 
 

触
手
を
う
ご
め
か
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
30
セ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

チ
の
空
間
に
漂
つ
て
い
る
。

 
 

万
城
目
「
（
じ
っ
と
見
て
）
一
平
、
本
当
に
、
セ
ス
ナ
の
中
に
い

 
 

 
 

 
 

た
の
か
？
」

 
 

一

平
「
ほ
ん
と
で
す
よ
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の
隙
間
で
ぷ
か
ぷ
か

 
 

 
 

 
 

や
つ
て
た
ん
だ
。
よ
く
見
て
下
さ
い
、
作
り
物
じ
や
な

 
 

 
 

 
 

い
か
ら
‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
‥
‥
‥
た
し
か
に
、
生
き
物
だ
」

 
 

由
利
子
「
‥
‥
‥
風
船
虫
か
し
ら
？
」

 
 

万
城
目
「
風
船
虫
？

そ
ん
な
虫
あ
る
の
か
い
？
」

 
 

由
利
子
「
さ
あ
‥
‥
‥
（
自
信
が
な
い
）」

 
 

 
 

 
 

 
 

問
題
の
生
物
、
宙
に
止
ま
つ
て
、
息
づ
く
よ
う
に

 
 

 
 

 
 

 
 

か
す
か
に
膨
張
、
収
縮
を
く
り
返
し
て
い
る
。

８

道
路

 
 

 
 

 
 

 
 

走
る
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
（
ハ
ー
ド
・
ト
ツ
プ
付
）

９

ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
・
座
席

 
 

 
 

 
 

 
 

一
平
が
、
お
つ
か
な
び
つ
く
り
ボ
ー
ル
箱
を
か
か



 
 

 
 

 
 

 
 

え
て
い
る
。

 
 

一

平
「
ゴ
ソ
ゴ
ソ
云
つ
て
や
が
る
。
気
味
悪
い
や
、
一
寸
替
つ

 
 

 
 

 
 

て
よ
、
由
利
ち
や
ん
」

 
 

由
利
子
「
い
や
よ
。
一
平
君
が
見
つ
け
た
ん
じ
や
な
い
。
」

 
 

万
城
目
「
新
種
の
生
物
だ
と
し
た
ら
、
え
ら
い
特
ダ
ネ
だ
ぞ
。
発

 
 

 
 

 
 

見
者
の
名
を
と
つ
て
、
イ
ツ
ペ
イ
ム
シ
と
命
名
す
る
」

 
 

一

平
「
お
れ
、
辞
退
す
る
よ
‥
‥
‥
」

10

交
差
点

 
 

 
 

 
 

 
 

信
号
待
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
。

 
 

 
 

 
 

 
 

青
に
変
つ
て
も
発
進
し
な
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
わ
て
る
万
城
目
の
様
子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

車
が
一
ぱ
い
つ
ま
つ
て
く
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

SE
―
―
せ
か
す
よ
う
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
。

11

車
内

 
 

 
 

 
 

 
 

SE
―
―
セ
ル
モ
ー
タ
ー
が
力
な
く
廻
つ
て
止
ま
つ

 
 

 
 

 
 

 
 

て
し
ま
う
。

 
 

万
城
目
「
お
手
あ
げ
だ
」

 
 

由
利
子
「
ま
た
？
」

 
 

万
城
目
「
バ
ツ
テ
リ
ー
も
ガ
ソ
リ
ン
も
、
か
ら
つ
ぽ
に
な
つ
て
る
」

 
 

 
 

 
 

 
 

一
平
、
ギ
ヤ
ツ
と
悲
鳴
を
あ
げ
、
ボ
ー
ル
箱
を
由

 
 

 
 

 
 

 
 

利
子
の
膝
に
投
げ
出
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

由
利
子
も
悲
鳴
を
あ
げ
、
一
平
の
膝
へ
投
げ
返
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

ふ
た
を
押
し
上
げ
て
、
箱
一
ば
い
に
成
長
し
た
風

 
 

 
 

 
 

 
 

船
虫
（
？
）
が
、
は
み
だ
し
て
く
る
。

12

交
叉
点

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
の
ま
わ
り
に
人
だ
か
り
。
三
人

 
 

 
 

 
 

 
 

も
お
つ
か
な
び
つ
く
り
中
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

走
つ
て
来
た
ス
ク
ー
タ
ー
が
ス
ト
ン
と
エ
ン
ス
ト

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

前
後
の
タ
ク
シ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
始
動
し
な
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
後
方
で
怒
鳴
っ
て
い
た
ダ
ン
プ
カ
ー
も
、
同

 
 

 
 

 
 

 
 

じ
く
エ
ン
コ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

エ
ン
ス
ト
の
車
で
交
差
点
は
一
ぱ
い
に
な
つ
て
し



 
 

 
 

 
 

 
 

ま
う
。

 
 

 
 

 
 

 
 

窓
か
ら
の
ぞ
き
込
む
ト
リ
オ
。

 
 

一

平
「
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ん
で
く
る
ぞ
」

 
 

由
利
子
「
あ
、
ま
た
大
き
く
な
つ
た
。
あ
、
あ
」

 
 

万
城
目
「
こ
り
や
、
近
く
の
動
力
を
吸
収
し
て
、
成
長
す
る
ん
だ
」

 
 

 
 

 
 

 

車
の
間
を
あ
ざ
や
か
に
縫
つ
て
来
た
白
バ
イ
が
景

 
 

 
 

 
 

 
 

気
よ
く
ス
ト
ン
と
エ
ン
ス
ト
す
る
。

 
 

一

平
「
そ
ら
、
ま
た
！
」

13

交
差
点

 
 

 
 

 
 

 
 

交
差
マ
ヒ
状
態
。

 
 

 
 

 
 

 

万
城
目
、
由
利
子
、
一
平
、
別
々
に
警
官
達
に
調

 
 

 
 

 
 

 
 

べ
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

由
利
子
と
一
平
、
車
の
方
へ
も
ど
つ
て
く
る
。

 
 

一

平
「
風
船
の
お
化
け
め
、
こ
う
な
つ
た
ら
、
つ
ま
み
出
し
て

 
 

 
 

 
 

や
る
」

 
 

由
利
子
「
よ
し
な
さ
い
よ
。
あ
ら
？

な
ぜ
カ
ー
テ
ン
掛
け
た
の

 
 

 
 

 
 

か
し
ら
？
」

 
 

警

官
「
カ
ー
テ
ン
じ
や
な
い
。
怪
物
が
車
内
一
ぱ
い
に
膨
張
し

 
 

 
 

 
 

て
る
ん
だ
」

 
 

二

人
「
え
つ
？
（
と
、
の
ぞ
き
込
む
）」

 
 

 
 

 
 

 
 

内
部
か
ら
何
か
ゞ
押
し
つ
け
ら
れ
、
窓
は
曇
り
硝

 
 

 
 

 
 

 
 

子
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

 
 

警

官
「
さ
が
つ
て
下
さ
い
。
危
険
だ
」

 
 

由
利
子
「
だ
つ
て
、
ど
う
に
か
な
ら
な
い
ん
で
す
か
？
」

 
 

警

官
「
教
え
て
も
ら
い
た
い
位
だ
ね
。
警
視
庁
に
応
援
を
た
の

 
 

 
 

 

ん
で
あ
る
。
と
に
か
く
厄
介
な
も
の
を
持
ち
こ
ん
だ
も

 
 

 
 

 
 

の
だ
」

 
 

由
利
子
「
（
車
の
タ
イ
ヤ
を
指
し
）
大
変
！

こ
の
車
、
浮
か
ん

 
 

 
 

 
 

で
い
る
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

タ
イ
ヤ
と
路
面
の
間
に
わ
ず
か
な
隙
間
が
‥
‥
‥

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
間
隔
が
ス
ー
ツ
と
ひ
ら
い
て
‥
‥
‥
。

 
 

 
 

 
 

 
 

眼
の
高
さ
に
浮
き
上
つ
た
車
体
。

 
 

 
 

 
 

 
 

由
利
子
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

は
ち
切
れ
そ
う
に
ふ
く
れ
た
ド
ア
。

 
 

 
 

 
 

 
 

き
し
む
車
体
。



 
 

一

平
「
や
め
ろ
、
由
利
ち
や
ん
、
危
険
だ
（
と
か
け
寄
る
）
」

 
 

 
 

 
 

つ
ゞ
け
ざ
ま
に
シ
ヤ
ツ
タ
ー
を
切
る
由
利
子
。

 
 

警

官
「
あ
ぶ
な
い
、
さ
が
れ
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

轟
音
と
と
も
に
ふ
つ
と
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ー
。

 
 

 
 

 
 

 
 

身
を
も
つ
て
由
利
子
を
か
ば
つ
た
一
平
の
背
中
に
、

 
 

 
 

 
 

 
 

車
体
の
破
片
が
つ
き
さ
さ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

圧
縮
さ
れ
て
い
た
怪
物
が
、
一
気
に
膨
張
し
て
そ

 
 

 
 

 
 

 
 

の
全
貌
を
見
せ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

半
透
明
な
ゼ
リ
ー
状
の
、
不
規
則
な
球
体
―
―

 
 

 
 

 
 

 
 

周
囲
に
の
び
る
長
い
触
手
が
「
風
船
虫
」
の
お
も

 
 

 
 

 
 

 
 

か
げ
を
残
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

球
体
の
内
部
で
、
時
折
息
づ
く
よ
う
な
光
が
明
滅

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

拳
銃
を
発
射
す
る
警
官
。

 
 

 
 

 
 

 
 

弾
丸
が
命
中
し
た
部
分
が
螢
の
よ
う
に
発
光
し
、

 
 

 
 

 
 

 
 

気
球
状
の
底
部
か
ら
ポ
ロ
リ
と
弾
が
落
ち
て
く
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

触
手
を
八
方
に
さ
し
の
べ
た
ま
ま
次
第
に
上
昇
し

 
 

 
 

 
 

 
 

て
ゆ
く
。

 
 

 
 

 
 

 
 

一
方
、
地
上
で
は
由
利
子
の
腕
の
中
で
重
傷
の
一

 
 

 
 

 
 

 
 

平
が
う
め
い
て
い
る
。

14

毎
日
新
報
社

 
 

 
 

 
 

 
 

夕
刊
〆
切
り
間
ぎ
わ
の
、
あ
わ
た
ゞ
し
い
記
者
連

 
 

 
 

 
 

 
 

の
出
入
り
。

 
 

デ
ス
ク
「
お
い
、
風
船
怪
獣
バ
ル
ン
ガ
の
記
事
は
こ
れ
だ
け
か
？
」

田
丸
記
者
「
え
、
ま
あ
‥
‥
‥
」

 
 

デ
ス
ク
「
ば
か
や
ろ
う
、
毎
朝
さ
ん
は
国
際
謀
略
説
、
日
報
さ
ん

 
 

 
 

 
 

 
 

は
宇
宙
人
侵
略
説
と
、
ハ
デ
に
や
つ
と
る
。
し
か
る
に

 
 

 
 

 
 

 

わ
が
社
は
何
だ
。
依
然
と
し
て
正
体
不
明
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

由
利
子
の
デ
ス
ク
。

 
 

 
 

 
 

 
 

た
つ
た
今
、
入
つ
て
来
た
様
子
の
万
城
目
と
向
い

 
 

 
 

 
 

 
 

合
う
由
利
子
。

由
利
子
「
一
平
君
ど
う
な
の
？
」

 
 

万
城
目
「
第
一
回
の
手
術
は
ど
う
や
ら
成
功
し
た
ら
し
い
。
時
間

 
 

 
 

 
 

を
置
い
て
、
二
回
目
、
三
回
目
の
手
術
を
す
る
そ
う
だ
」

由
利
子
「
か
わ
い
そ
う
な
一
平
君
！

私
を
助
け
る
た
め
に
‥
‥



 
 

 
 

 
 

（
泣
く
）
私
、
会
つ
て
く
る
」

 
 

万
城
目
「
や
め
給
え
。
な
ま
じ
優
し
い
言
葉
を
か
け
る
と
、
あ
い

 
 

 
 

 
 

つ
ガ
ツ
ク
リ
往
つ
て
し
ま
う
。
そ
れ
よ
り
、
君
に
す
ば

 
 

 
 

 
 

ら
し
い
ネ
タ
を
あ
げ
よ
う
」

 
 

由
利
子
「
ネ
タ
？
（
眼
の
色
を
変
え
る
）」

 
 

 
 

 
 

 
 

万
城
目
、
一
冊
の
古
び
た
「
生
物
学
会
報
綴
」
を

 
 

 
 

 
 

 
 

机
の
上
に
の
せ
る
。

 
 

万
城
目
「
二
十
年
前
に
、
あ
の
バ
ル
ン
ガ
を
発
見
し
た
男
が
あ
つ

 
 

 
 

 
 

た
。
彼
は
山
奥
に
落
ち
た
隕
石
の
破
片
か
ら
一
個
の
宇

 
 

 
 

 
 

宙
胞
子
を
採
取
し
て
、
そ
の
飼
育
に
成
功
し
た
。
い
や
、

 
 

 
 

 
 

成
功
し
た
と
学
会
で
発
表
し
た
ん
だ
。
し
か
し
学
会
か

 
 

 
 

 
 

ら
実
物
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
時
、
こ
う
答
え
て
い
る

 
 

 
 

 
 

ん
だ
。
『
殺
し
て
し
ま
つ
た
。
あ
れ
以
上
成
長
を
ゆ
る

 
 

 
 

 

せ
ば
人
類
の
文
明
は
荒
廃
に
帰
す
る
だ
ろ
う
』
と
」

由
利
子
「
わ
か
つ
た
わ
、
そ
の
宇
宙
胞
子
と
い
う
の
は
‥
‥
‥
」

万
城
目
「
バ
ル
ン
ガ
で
は
な
か
つ
た
ろ
う
か
？
」

由
利
子
「
そ
の
学
者
の
名
は
？
」

 
 

万
城
目
「
奈
良
丸
明
彦
。
彼
は
学
界
か
ら
詐
欺
師
呼
ば
わ
り
さ
れ
、

 
 

 
 

 
 

一
切
の
研
究
資
料
を
破
棄
し
て
、
大
学
教
授
の
職
を
退

 
 

 
 

 
 

い
て
い
る
」

由
利
子
「
思
い
切
つ
た
こ
と
を
し
た
も
の
ね
」

 
 

万
城
目
「
相
当
の
痛
手
を
受
け
た
ん
だ
ろ
う
な
。
あ
る
い
は
、
本

 
 

 
 

 
 

当
の
詐
欺
師
だ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」

由
利
子
「
も
し
本
当
な
ら
、
こ
の
バ
ル
ン
ガ
騒
ぎ
を
黙
つ
て
見
て

 
 

 
 

 
 

い
る
は
づ
が
な
い
わ
」

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
は
づ
」
マ
マ
。
］

万
城
目
「
自
分
を
失
脚
さ
せ
た
学
会
へ
の
復
讐
と
言
う
こ
と
も
考

 
 

 
 

 
 

え
ら
れ
る
」

由
利
子
「
ま
さ
か
‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
と
に
か
く
、
こ
の
奈
良
丸
と
い
う
人
物
を
さ
が
す
こ
と

 
 

 
 

 
 

だ
。
当
局
も
こ
の
人
物
を
マ
ー
ク
す
る
の
は
時
間
の
問

 
 

 
 

 
 

題
だ
」

由
利
子
「
わ
か
つ
た
わ
、
あ
り
が
と
う
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◆



15

毎
日
新
報
社
・
調
査
部

 
 

 
 

 
 

 
 

資
料
係
が
フ
ア
イ
ル
か
ら
一
枚
の
カ
ー
ド
を
抜
き

 
 

 
 

 
 

 
 

出
し
て
、

 
 

係

員
「
記
載
が
少
い
な
。
あ
ま
り
有
名
で
は
な
い
ら
し
い
‥
‥

 
 

 
 

 

‥
東
洋
大
学
教
授
の
職
を
辞
し
、
昭
和
×
年
×
月
、
科

 
 

 
 

 
 

学
博
物
館
に
勤
務
‥
‥
‥
こ
れ
で
終
り
で
す
か
ね
、
二

 
 

 
 

 
 

十
年
も
昔
の
話
だ
」

由
利
子
「
博
物
館
ね
。
あ
り
が
と
う
。
写
真
は
な
い
か
し
ら
？
」

係

員
「
そ
れ
が
、
一
枚
も
な
い
ん
だ
な
」

16

国
立
科
学
博
物
館

 
 

 
 

 
 

 
 

石
段
を
上
る
由
利
子
。

17

同
・
事
務
室

 
 

由
利
子
「
で
は
、
五
年
前
に
停
年
退
職
さ
れ
た
ん
で
す
か
‥
‥
‥

 
 

 
 

 
 

こ
れ
が
自
宅
の
住
所
で
す
ね
」

18

住
宅
街
の
一
戸

 
 

由
利
子
「
移
転
先
は
わ
か
り
ま
せ
ん
か
？

家
族
か
ご
親
類
で
も

 
 

 
 

 
 

？

そ
う
で
す
か
‥
‥
‥
」

19

清
風
園
の
一
室

 
 

 
 

 
 

 
 

回
転
す
る
テ
ー
プ
・
レ
コ
ー
ダ
ー
。

U
P

 
 

再
生
音
「
応
答
せ
よ
、
何
が
あ
つ
た
の
だ
？

え
？

聞
こ
え
な

 
 

 
 

 
 

い
！

云
つ
て
く
れ
、
ナ
ラ
マ
ル
！

‥
‥
‥
（
雑
音
）

 
 

 
 

 
 

燃
料
が
、
ゼ
ロ
だ
‥
‥
‥
あ
、
風
船
が
‥
‥
」

 
 

 
 

 
 

 
 

操
作
す
る
老
人
の
手
。

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ト
ツ
プ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

捲
き
も
ど
し
。

 
 

 
 

 
 

 
 

再
生
。

 
 

再
生
音
「
云
つ
て
く
れ
、
ナ
ラ
マ
ル
！
‥
‥
‥
燃
料
が
ゼ
ロ
だ
‥

 
 

 
 

 
 

‥
‥
あ
、
風
船
が
‥
‥
‥
」

 
 

 
 

 
 

 
 

聞
き
入
る
老
人
の
声
。

 
 

再
生
音
「
‥
‥
‥
ゼ
ロ
だ
‥
‥
‥
あ
、
風
船
が
‥
‥
‥
」

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
メ
ラ
、
ト
ラ
ツ
ク
、
バ
ツ
ク
す
る
と
老
人
ホ
ー

 
 

 
 

 
 

 
 

ム
の
一
室
。



 
 

 
 

 
 

 
 

壁
の
一
方
に
ハ
ム
の
設
備
が
あ
る
。
部
屋
の
隅
で

 
 

 
 

 
 

 
 

ゆ
れ
て
い
る
風
船
。

 
 

 
 

 
 

 
 

老
婆
が
の
ぞ
い
て

 
 

老

婆
「
彦
さ
ん
、
新
聞
で
す
よ
。
東
京
に
風
船
の
化
け
物
が
出

 
 

 
 

 
 

た
つ
て
さ
」

 
 

 
 

 
 

 
 

老
人
喰
い
入
る
よ
う
に
新
聞
に
見
入
る
。

20

都
内
道
路
（
夜
）

 
 

 
 

 
 

 
 

群
集
が
、
ご
つ
た
返
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

交
通
遮
断
し
て
い
る
警
官
。

 
 

 
 

 
 

 
 

ビ
ル
街
の
シ
ル
エ
ツ
ト
。

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
上
に
、
巨
大
な
入
道
雲
の
よ
う
に
成
長
し
た

 
 

 
 

 
 

 
 

怪
物
が
浮
か
ん
で
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

短
い
間
を
置
い
て
発
光
を
操
返
す
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
操
返
す
」
マ
マ
。
「
繰
返
す
」
の
誤
植
。
］

 
 

 
 

 
 

 
 

周
囲
に
炸
裂
す
る
ナ
パ
ー
ム
弾
。

 
 

 
 

 
 

 
 

熱
線
砲
の
光
の
矢
が
、
交
錯
す
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

人
混
み
の
間
か
ら
見
上
げ
て
い
る
由
利
子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

一
人
の
老
人
（
彦
さ
ん
）
が
群
集
に
も
ま
れ
て
突

 
 

 
 

 
 

 
 

倒
さ
れ
る
。

 
 

由
利
子
「
お
じ
さ
ん
、
大
丈
夫
で
す
か
？
（
と
助
け
起
す
）
」

 
 

老

人
「
あ
り
が
と
う
、
大
丈
夫
だ
（
と
、
な
お
も
空
を
見
上
げ

 
 

 
 

 
 

る
）
」

 
 

 
 

 
 

 
 

戦
斗
機
の
編
隊
が
バ
ル
ン
ガ
の
上
空
を
か
す
め
て

 
 

 
 

 
 

 
 

透
導
弾
を
発
射
す
る
が
、
命
中
部
分
が
鈍
く
発
光

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
だ
け
で
爆
発
は
起
ら
な
い
。
ジ
エ
ツ
ト
の
爆

 
 

 
 

 
 

 
 

音
が
断
続
し
て
、
聞
こ
え
な
く
な
る
。

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
透
導
弾
」
マ
マ
。
「
誘
導
弾
」
の
誤
植
で
あ
ろ
う
。］

 
 

 
 

 
 

 
 

音
も
な
く
落
ち
て
ゆ
く
ジ
エ
ツ
ト
機
。

 
 

老

人
「
（
独
り
言
で
）
何
を
し
と
る
ん
だ
！
」

 
 

由
利
子
「
（
ふ
り
む
く
）
え
？
」

 
 

老

人
「
あ
れ
で
は
怪
物
に
食
い
物
を
や
つ
て
い
る
よ
う
な
も
の

 
 

 
 

 
 

だ
。
あ
れ
以
上

育
て
た
ら
、
え
ら
い
こ
と
に
な
る
」

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
一
字
空
白
は
マ
マ
。
］

 
 

由
利
子
「
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

再
び
ジ
エ
ツ
ト
の
轟
音
が
頭
上
を
か
す
め
、
由
利



 
 

 
 

 
 

 
 

子
、
思
わ
ず
空
を
見
る
。

 
 

由
利
子
「
（
ハ
ツ
ト
気
づ
き
）
お
じ
さ
ん
！

ど
こ
へ
行
つ
た
の

 
 

 
 

 
 

か
し
ら
？

お
じ
さ
ん
！
」

21

ス
ポ
ン
サ
ー
ズ
・
メ
ツ
セ
ー
ジ

22

バ
ル
ン
ガ
合
同
対
策
本
部

 
 

 
 

 
 

 
 

記
者
会
見
の
対
策
本
部
長
。

 
 

本
部
長
「
こ
れ
以
上
、
怪
物
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
る
よ
う
な

 
 

 
 

 
 

攻
撃
は
行
い
ま
せ
ん
。
対
策
樹
立
の
時
を
か
せ
が
せ
て

 
 

 
 

 
 

頂
き
た
い
」

 
 

記
者
Ａ
「
し
か
し
、
バ
ル
ン
ガ
は
高
圧
送
電
線
か
ら
ど
ん
ど
ん
電

 
 

 
 

 
 

気
を
喰
つ
て
い
る
」

 
 

本
部
長
「
間
も
な
く
都
内
全
域
に
送
電
を
中
止
さ
せ
ま
す
。
同
時

 
 

 
 

 
 

に
、
あ
ら
ゆ
る
動
力
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
ま
す
」

 
 

 
 

 
 

 

（
じ
や
、
電
気
は
？

交
通
機
関
は
？

新
聞
、

 
 

 
 

 
 

 
 

テ
レ
ビ
は
？
）
等
々
の
声
。
一
同
、
ざ
わ
め
く
。

 
 

記
者
Ｂ
「
人
道
問
題
だ
。
病
院
や
手
術
を
要
す
る
患
者
は
ど
う
な

 
 

 
 

 
 

る
ん
だ
？
」

 
 

本
部
長
「
優
先
的
に
他
県
へ
運
び
出
し
ま
す
。
そ
れ
も
救
急
車
が

 
 

 
 

 

使
え
る
範
囲
内
の
こ
と
だ
が
」

23

道
路

 
 

 
 

 
 

 
 

走
る
救
急
車
。

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
十
字
の
マ
ー
ク
を
つ
け
た
大
型
バ
ス
が
つ
つ
走

 
 

 
 

 
 

 
 

る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

（
一
般
の
乗
り
物
は
一
台
も
動
い
て
い
な
い
）

24

病
院
正
門
（
夜
）

 
 

 
 

 
 

 
 

荷
物
を
運
び
出
す
人
々
。

 
 

 
 

 
 

 
 

病
人
を
救
急
車
に
移
す
看
護
婦
た
ち
。

 
 

 
 

 
 

 
 

万
城
目
も
手
を
か
し
て
い
る
。
一
人
の
看
護
婦
が

 
 

 
 

 
 

 
 

近
づ
い
て
来
て
、

看
護
婦
「
あ
の
体
で
は
動
か
せ
な
い
そ
う
で
す
」

万
城
目
「
じ
や
、
一
平
を
置
き
去
り
に
？
」

 
 

看
護
婦
「
い
え
。
他
に
も
重
症
患
者
が
い
ま
す
。
先
生
方
も
残
り
、



 
 

 
 

 
 

こ
の
病
院
で
手
術
を
続
け
る
そ
う
で
す
」

 
 

 
 

 
 

 
 

突
然
、
電
気
が
消
え
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

驚
き
の
声
や
悲
鳴
。

25

道
路
（
夜
）

 
 

 
 

 
 

 

エ
ン
ス
ト
し
た
救
急
車
か
ら
運
び
出
さ
れ
る
患
者

 
 

 
 

 
 

 
 

達
。

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
十
字
の
腕
章
を
つ
け
た
自
転
車
部
隊
が
活
躍
し

 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
。

26

病
院
の
一
室
（
夜
）

 
 

 
 

 
 

 
 

す
で
に
大
部
分
の
患
者
が
避
難
し
て
、
ガ
ラ
ン
と

 
 

 
 

 
 

 
 

し
た
病
院
の
一
室
。

 
 

 
 

 
 

 
 

ラ
ン
プ
が
と
も
つ
て
い
る
。
ベ
ツ
ト
で
昏
睡
し
て

 
 

 
 

 
 

 
 

い
る
一
平
。
付
そ
つ
て
い
る
万
城
目
と
由
利
子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

電
話
の
ベ
ル
が
鳴
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

と
び
つ
く
由
利
子
。

 
 

 
 

 
 

 
 

鳴
つ
た
の
は
目
覚
し
時
計
で
あ
る
。

 
 

由
利
子
「
‥
‥
‥
こ
う
な
つ
て
は
、
新
聞
記
者
も
お
手
上
げ
だ
わ
。

 
 

 
 

 

特
ダ
ネ
も
何
も
意
味
が
な
い
ん
だ
も
の
」

 
 

万
城
目
「
君
は
い
ま
だ
に
特
ダ
ネ
意
識
で
動
い
て
ん
の
？

そ
れ

 
 

 
 

 
 

じ
や
一
平
は
、
死
ん
で
も
死
に
き
れ
ま
い
」

 
 

由
利
子
「
い
や
よ
、
死
ぬ
な
ん
て
云
つ
ち
や
‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
一
平
だ
け
の
問
題
じ
や
な
い
。
昔
、
奈
良
丸
博
士
が
予

 
 

 
 

 
 

言
し
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
人
類
の
文
明
が
危
機
に
さ

 
 

 
 

 
 

ら
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
我
々
よ
り
は
バ
ル
ン
ガ
に
つ
い

 
 

 
 

 
 

て
多
く
の
こ
と
を
知
つ
て
い
る
ら
し
い
人
物
に
君
は
会

 
 

 
 

 
 

つ
て
い
る
。
君
の
直
感
通
り
、
そ
の
老
人
が
奈
良
丸
博

 
 

 
 

 
 

士
に
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
彼
は
何
か
の
理
由
で
非
協
力

 
 

 
 

 
 

的
だ
、
そ
れ
を
説
得
す
る
の
が
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

 
 

 
 

 
 

て
残
さ
れ
た
君
の
役
目
だ
」

由
利
子
「
私
、
も
一
度
さ
が
し
て
み
る
（
立
上
る
）
」

万
城
目
「
ど
こ
を
？
」

由
利
子
「
バ
ル
ン
ガ
の
よ
く
見
え
る
場
所
を
」

27

郊
外
の
道
（
夜
明
け
）

 
 

 
 

 
 

 
 

由
利
子
と
万
城
目
、
け
ん
め
い
に
自
転
車
を
こ
い



 
 

 
 

 
 

 
 

で
ゆ
く
。

 
 

 
 

 
 

 
 

空
に
は
無
気
味
な
姿
の
バ
ル
ン
ガ
が
浮
い
て
い
る
。

28

大
川
に
か
か
る
橋
の
上
（
朝
）

 
 

 
 

 
 

 
 

二
人
自
転
車
を
と
め
て
、
手
す
り
に
も
た
れ
川
を

 
 

 
 

 
 

 
 

眺
め
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

バ
ル
ン
ガ
が
、
ず
つ
と
近
づ
い
て
見
え
る
。

由
利
子
「
あ
ら
、
あ
れ
何
か
し
ら
、
風
船
じ
や
な
い
？
」

 
 

万
城
目
「
ど
こ
？
」

 
 

由
利
子
「
あ
の
倉
庫
み
た
い
な
建
物
の
‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
あ
ゝ
、
風
船
ら
し
い
な
」

 
 

由
利
子
「
ね
え
、
土
星
ロ
ケ
ツ
ト
の
落
ち
た
海
の
上
を
、
セ
ス
ナ

 
 

 
 

 
 

で
飛
ん
だ
時
、
波
打
際
に
風
船
が
見
え
た
で
し
よ
う
？

 
 

 
 

 
 

あ
な
た
は
海
の
墓
に
供
え
る
花
だ
と
云
つ
た
わ
」

 
 

万
城
目
「
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
覚
え
て
る
な
」

由
利
子
「
行
つ
て
見
ま
し
よ
う
！
」

29

倉
庫
の
あ
る
河
岸

 
 

 
 

 
 

二
人
が
自
転
車
を
お
り
て
く
る
。

 
 

 
 

 
 

舟
付
場
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
老
人
の
後
姿
。
そ

 
 

 
 

 
 

の
手
に
は
風
船
が
ゆ
れ
て
い
る
。
自
転
車
を
捨
て
、

 
 

 
 

 
 

駈
け
寄
る
二
人
。

 
 

 
 

 
 

老
人
、
ゆ
つ
く
り
ふ
り
か
え
る
。

 
 

由
利
子
「
あ
、
あ
な
た
は
こ
の
間
の
‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
失
礼
で
す
が
、
奈
良
丸
明
彦
博
士
で
は
？
」

 
 

老

人
「
（
答
え
ず
）
せ
が
れ
が
、
海
で
死
ん
だ
も
の
で
な
、
こ

 
 

 
 

 
 

う
し
て
供
養
し
て
お
る
。
死
に
ぎ
わ
に
風
船
が
欲
し
い

 
 

 
 

 
 

と
ぬ
か
し
よ
つ
た
‥
‥
‥
ハ
ハ
ハ
‥
‥
‥
」

 
 

由
利
子
「
あ
な
た
は
、
あ
の
怪
物
に
つ
い
て
何
か
を
知
つ
て
い
ら

 
 

 
 

 
 

つ
し
や
る
の
で
は
？
」

 
 

老

人
「
怪
物
？

バ
ル
ン
ガ
は
怪
物
で
は
な
い
。
神
の
警
告
だ
」

 
 

万
城
目
「
神
で
す
つ
て
？
」

 
 

老

人
「
君
は
洪
水
に
竹
槍
で
向
か
う
か
ね
？

バ
ル
ン
ガ
は
自

 
 

 
 

 
 

然
現
象
だ
。
文
明
の
天
敵
と
い
う
べ
き
か
。
こ
ん
な
静

 
 

 
 

 
 

か
な
朝
は
又
と
な
か
つ
た
じ
や
な
い
か
‥
‥
‥
こ
の
気

 
 

 
 

 
 

狂
い
じ
み
た
都
会
も
休
息
を
欲
し
て
い
る
。
ぐ
つ
す
り



 
 

 
 

 
 

眠
つ
て
反
省
す
べ
き
こ
と
も
あ
ろ
う
‥
‥
‥
」

 
 

由
利
子
「
反
省
す
れ
ば
救
わ
れ
る
と
い
う
の
で
す
か
？
」

 
 

 
 

 
 

 
 

老
人
答
え
な
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

風
船
を
空
へ
放
し
、
見
送
つ
て
い
る
。

 
 

老

人
「
ど
う
や
ら
、
台
風
が
く
る
よ
う
だ
」

30

病
院
の
病
室

 
 

 
 

 
 

 
 

枕
を
並
べ
て
う
め
い
て
い
る
要
手
術
の
重
患
達
。

 
 

 
 

 
 

 
 

一
平
の
顔
も
あ
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

不
安
な
家
族
連
の
表
情
。

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ら
い
ら
し
て
待
つ
外
科
医
。

 
 

 
 

 
 

 
 

決
断
を
せ
ま
ら
れ
る
院
長
。

 
 

院

長
「
手
術
の
用
意
だ
！

禁
止
令
を
犯
し
て
も
止
む
を
得
ん
。

 
 

 
 

 
 

自
家
発
電
を
行
う
」

 
 

 
 

 
 

 
 

と
、
医
師
達
と
出
て
い
く
。
入
れ
違
い
に
万
城
目

 
 

 
 

 
 

 
 

と
由
利
子
、
老
人
を
伴
つ
て
入
つ
て
く
る
。

家
族
の
一
人
「
喜
ん
で
下
さ
い
、
あ
ん
た
方
。
今
、
院
長
先
生
が
発
電

 
 

 
 

 
 

機
を
動
か
し
て
下
さ
る
そ
う
で
」

 
 

老

人
「
（
眉
を
ひ
そ
め
）
お
そ
ら
く
、
無
駄
だ
ろ
う
‥
‥
‥
」

 
 

 
 

 
 

 
 

一
同
敵
意
の
こ
も
つ
た
沈
黙
。

 
 

 
 

 
 

 
 

電
灯
が
バ
ツ
と
点
く
。

 
 

 
 

 
 

 
 

廻
り
出
す
扇
風
機
。

 
 

 
 

 
 

 
 

喜
び
の
声
が
あ
が
る
‥
‥
‥
が
、
束
の
間
、
電
灯

 
 

 
 

 
 

 
 

二
、
三
度
明
滅
し
て
消
え
て
し
ま
う
。

 
 

万
城
目
「
皆
さ
ん
、
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
、
台
風
が
近
づ
い

 
 

 
 

 
 

て
い
る
ん
だ
。
き
つ
と
バ
ル
ン
ガ
を
吹
き
と
ば
し
て
く

 
 

 
 

 
 

れ
る
」

 
 

老

人
「
神
だ
の
み
の
た
ぐ
い
だ
」

 
 

由
利
子
「
（
む
つ
と
し
て
）
病
人
を
力
づ
け
る
た
め
に
云
つ
て
る

 
 

 
 

 
 

ん
だ
か
ら
、
い
い
じ
や
な
い
の
！
」

 
 

老

人
「
科
学
者
は
、
気
休
め
は
云
え
ん
の
だ
よ
」

 
 

由
利
子
「
じ
や
、
あ
な
た
は
矢
張
り
奈
良
丸
博
士
？
」

 
 

老

人
「
（
急
に
強
い
眼
の
光
り
で
）
だ
が
、
た
つ
た
一
つ
望
み

 
 

 
 

 
 

が
あ
る
‥
‥
‥
（
自
分
に
）
わ
し
は
風
船
を
飛
ば
し
た

 
 

 
 

 
 

時
、
な
ぜ
こ
れ
に
気
づ
か
な
か
つ
た
の
か
？
」



31

病
院
の
門

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
つ
そ
う
と
馬
に
ま
た
が
つ
た
万
城
目
。

 
 

 
 

 
 

 
 

見
送
る
由
利
子
と
老
人
に
手
を
振
り
、

 
 

万
城
目
「
で
は
、
対
策
本
部
へ
、
早
馬
の
使
者
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

一
む
ち
く
れ
て
、
走
り
去
る
。

32

空

 
 

 
 

 
 

 
 

曇
り
空
に
、
千
切
れ
雲
が
速
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

台
風
の
近
づ
く
気
配
。

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
空
に
、
ご
う
然
と
触
手
を
の
べ
て
浮
い
て
い

 
 

 
 

 
 

 
 

る
バ
ル
ン
ガ
。

33

横
な
ぐ
り
の
雨

34

ゆ
れ
動
く
大
木
の
梢

35

病
室

 
 

 
 

 
 

 
 

薄
暗
い
ラ
ン
プ
の
光
の
下
で
息
を
殺
し
て
い
る
人

 
 

 
 

 
 

 
 

々
。

 
 

医
師
Ａ
「
い
つ
ま
で
待
つ
た
ん
だ
！

野
戦
病
院
の
つ
も
り
な
ら

 
 

 
 

 
 

手
術
出
来
ん
こ
と
は
な
い
」

 
 

院

長
「
待
て
。
そ
れ
が
出
来
る
位
な
ら
と
つ
く
に
し
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

明
日
の
朝
ま
で
待
つ
ん
だ
」

36

空
（
夜
）

 
 

 
 

 
 

 
 

猛
烈
な
嵐
。

 
 

 
 

 
 

 
 

地
を
ゆ
る
が
す
風
の
う
な
り
。

 
 

 
 

 
 

 
 

無
気
味
な
発
光
を
続
け
な
が
ら
、
想
像
を
絶
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

風
圧
と
斗
う
バ
ル
ン
ガ
の
姿
。

 
 

 
 

 
 

 
 

走
る
稲
妻
。

 
 

 
 

 
 

 
 

の
た
う
つ
触
手
。

 
 

 
 

 
 

 
 

さ
ま
ざ
ま
に
型
を
変
え
て
う
ね
る
球
体
。

 
 

 
 

 
 

 
 

台
風
の
目
が
バ
ル
ン
ガ
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
行
く
。

 
 

 
 

 
 

 
 

台
風
の
目
と
バ
ル
ン
ガ
の
綱
引
き
の
よ
う
な
斗
い
。

 
 

 
 

 
 

 
 

両
者
が
一
つ
に
重
な
つ
た
時
、
一
天
に
わ
か
に
晴

 
 

 
 

 
 

 
 

れ
渡
つ
て
巨
大
な
台
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
消
滅
し



 
 

 
 

 
 

 
 

て
し
ま
う
。

37

同
じ
空
（
朝
）

 
 

 
 

 
 

 
 

一
点
の
雲
も
な
く
晴
れ
た
空
。

 
 

 
 

 
 

 
 

同
じ
位
置
に
、
三
倍
も
の
大
き
さ
に
成
長
し
た
バ

 
 

 
 

 
 

 
 

ル
ン
ガ
が
浮
か
ん
で
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

い
ま
や
、
空
を
お
お
う
程
の
雄
渾
な
姿
。

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
れ
は
、
原
爆
の
キ
ノ
コ
雲
を
想
像
さ
せ
る
。

38

病
院
の
屋
上

 
 

 
 

 
 

 
 

医
者
達
が
空
を
眺
め
て
い
る
。

 
 

医
師
Ａ
「
完
全
に
敗
け
た
よ
。
台
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
喰
つ
ち
ま

 
 

 
 

 
 

つ
た
」

医
師
Ｂ
「
ま
さ
に
、
英
雄
と
い
つ
た
感
じ
だ
よ
」

 
 

医
師
Ａ
「
お
れ
は
田
舎
へ
帰
つ
て
、
百
姓
で
も
し
た
く
な
つ
た
」

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
背
後
に
来
て
ひ
つ
そ
り
立
つ
た
人
物
。

 
 

老

人
「
（
独
白
の
よ
う
に
）
間
も
な
く
、
バ
ル
ン
ガ
は
宙
宙
へ

 
 

 
 

 
 

帰
る
」

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
宙
宙
」
は
マ
マ
。
「
宇
宙
」
の
誤
植
。
］

 
 

 
 

 
 

 
 

振
り
向
く
三
人
。

 
 

 
 

 
 

 
 

例
の
老
人
で
あ
る
。

39

空

 
 

 
 

 
 

 
 

は
る
か
空
の
一
点
で
、
眼
の
く
ら
む
よ
う
な
輝
き

 
 

 
 

 
 

 
 

が
ひ
ろ
が
る
。

老
人
の
声
「
北
海
道
か
ら
発
射
し
た
ミ
サ
イ
ル
が
、
宇
宙
空
間
で
核

 
 

 
 

 
 

爆
発
を
起
し
た
の
だ
‥
‥
‥
」

 
 

 
 

 
 

 
 

バ
ル
ン
ガ
の
触
手
、
に
わ
か
に
動
い
て
空
を
指
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

次
の
瞬
間
、
空
中
の
核
爆
発
を
目
ざ
し
て
昇
り
出

 
 

 
 

 
 

 
 

す
バ
ル
ン
ガ
の
巨
体
。

40

病
院
の
屋
上

 
 

 
 

 
 

 
 

看
護
婦
が
叫
ぶ
。

看
護
婦
「
先
生
！

電
気
が
、
電
気
が
来
て
い
ま
す
！
」

  

医
師
達
「
な
に
を
？

手
術
だ
！
」

 
 

 
 

 
 

 
 

走
つ
て
行
く
三
人
の
医
師
。



 
 

 
 

 
 

 
 

独
り
残
つ
た
老
人
、
じ
つ
と
空
を
見
つ
め
て
い
る
。

 
 

 
 

 
 

 
 

万
城
目
と
由
利
子
、
い
つ
の
ま
に
か
来
て
背
後
に

 
 

 
 

 
 

 
 

立
つ
。

万
城
目
「
あ
り
が
と
う
、
奈
良
丸
博
士
‥
‥
‥
」

 
 

由
利
子
「
一
平
君
も
助
か
る
わ
、
で
も
、
バ
ル
ン
ガ
は
核
エ
ネ
ル

 
 

 
 

 
 

ギ
ー
を
た
べ
て
、
又
も
ど
つ
て
来
な
い
か
し
ら
？
」

 
 

奈
良
丸
「
そ
の
心
配
は
な
い
。
核
爆
発
で
誘
導
し
た
か
ら
本
来
の

 
 

 
 

 

食
物
に
気
づ
い
た
は
づ
だ
」

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
「
は
づ
」
は
マ
マ
。
］

万
城
目
「
本
来
の
食
物
？
」

 
 

奈
良
丸
「
太
陽
だ
よ
」

 
 

 
 

 
 

 
 

バ
ル
ン
ガ
と
核
爆
発
を
む
す
ぶ
線
の
彼
方
に
太
陽

 
 

 
 

 
 

 
 

が
輝
い
て
い
る
。

 
 

奈
良
丸
「
生
物
に
は
い
ろ
ん
な
形
が
あ
る
。
バ
ル
ン
ガ
は
宇
宙
空

 
 

 
 

 
 

間
を
さ
迷
い
恒
星
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
喰
う
生
命
体
な
の

 
 

 
 

 
 

だ
。
お
そ
ら
く
衛
星
ロ
ケ
ツ
ト
・
サ
タ
ン
一
号
が
地
球

 
 

 
 

 
 

へ
運
ん
で
来
た
の
だ
ろ
う
。
（
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る

 
 

 
 

 
 

よ
う
に
）
二
十
年
前
に
は
隕
石
に
の
つ
て
や
つ
て
来
た

 
 

 
 

 
 

‥
‥
‥
」

 
 

万
城
目
「
博
士
の
名
誉
は
こ
れ
で
バ
ン
カ
イ
さ
れ
ま
す
」

 
 

奈
良
丸
「
サ
タ
ン
一
号
に
は
、
私
の
せ
が
れ
が
乗
つ
て
い
た
。
い

 
 

 
 

 
 

づ
れ
に
し
て
も
、
私
に
は
縁
の
深
い
怪
物
だ
つ
た
と
い
え
る
」

41

地
上

 
 

 
 

 
 

 
 

電
車
、
自
動
車
そ
の
他
ス
ト
ツ
プ
・
モ
ー
シ
ヨ
ン

 
 

 
 

 
 

 
 

の
写
真
が
一
せ
い
に
動
き
出
し
て
ふ
だ
ん
と
変
ら

 
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
朝
の
姿
―
―
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空

 
 

奈
良
丸
「
バ
ル
ン
ガ
は
太
陽
と
一
体
に
な
る
の
だ
よ
。
太
陽
が
バ

 
 

 
 

 
 

ル
ン
ガ
を
食
う
の
か
、
バ
ル
ン
ガ
が
太
陽
を
食
う
の
か

 
 

 
 

 
 

‥
‥
‥
」

 
 

由
利
子
「
ま
る
で
、
禅
問
答
ね
」

 
 

 
 

 
 

 
 

ス
ピ
ー
ド
を
あ
げ
て
昇
る
バ
ル
ン
ガ
。

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
正
体
も
次
第
に
小
さ
く
な
つ
て
ゆ
く
。
や
が

 
 

 
 

 
 

 
 

て
太
陽
と
ぴ
つ
た
り
重
な
つ
て
八
方
へ
の
び
た
触



 
 

 
 

 
 

 
 

手
が
コ
ロ
ナ
の
よ
う
に
輝
い
て
見
え
る
。
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エ
ン
デ
イ
ン
グ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
F
・
O
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

終

［
や
ぶ
ち
ゃ
ん
字
注
：
最
後
の
「
終
」
は
太
い
丸
印
の
中
の
や
や
右
上
に
記
さ
れ
て
あ
る
。
］


